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広
報
七
月
一
日
号
と
同
時
に
用
紙
を
お
配
り
し
た「
〜
市

長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱
」。
今
年
も

皆
さ
ん
か
ら
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意
見
に
は
全
て
市
長
が
目
を
通

し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
、
ご
意
見
を
寄
せ
て
く
れ

た
の
は
、
計
八
十
二
通
八
十
三
人

の
皆
さ
ん
。
男
女
の
内
訳
は
、
男

性
二
十
四
％
に
対
し
、
女
性
が
四

十
一
％
と
、
女
性
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
（
残
り
三
十
五
％
は
記
入

が
な
か
っ
た
の
で
、
性
別
不
明
で

し
た
）。

ま
た
、
年
齢
別
で
見
る
と
、
六

十
代
・
七
十
代
の
皆
さ
ん
か
ら
最

も
多
く
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
（
全
体
の
約
三
十
％
）、
次

い
で
三
十
代
、
五
十
代
、
四
十
代

の
皆
さ
ん
と
続
き
ま
し
た
。
年
代

ご
と
に
人
数
差
は
あ
る
も
の
の
、

幅
広
い
年
齢
の
男
女
か
ら
、
市
政

に
対
す
る
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
残
り

三
十
六
％
は
記
入
が
な
か
っ
た
の

で
、
年
齢
不
明
で
し
た
）。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
意
見
の
内
容
は
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
一
通
の
用
紙
の
中

に
、
市
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の

ご
意
見
を
列
挙
し
て
く
れ
た
人
も

い
ま
し
た
。

ご
意
見
の
内
容
は
全
部
で
百
四

十
三
件
。
最
も
多
か
っ
た
の
が
、

道
路
や
水
道
・
都
市
計
画
区
域
な

ど
「
都
市
の
整
備
」、
次
い
で
幼

稚
園
・
保
育
園
や
学
校
、
社
会
教

育
な
ど
「
教
育
や
文
化
」、
健
診

や
高
齢
・
障
害
者
福
祉
な
ど
「
健

康
や
福
祉
」、「
市
の
（
今
後
の
）

計
画
等
に
つ
い
て
」
等
で
し
た
。

そ
れ
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
の
主
な
内
容
と
、
そ
の
回
答
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

●
台
風
時
に
国
道
四
一
四
号
（
伊
豆
長
岡
庁
舎
前
）
が
冠
水
し
な
い

よ
う
に
…

冠
水
対
策
と
し
て
、
国
土
交
通
省
・
県
・
市
に

お
い
て
は
、
戸
沢
川
下
流
部
狩
野
川
合
流
点
の
小

坂
排
水
機
場
の
増
設
、
戸
沢
川
と
長
岡
川
の
河
川

拡
幅
改
修
事
業
を
、
今
年
度
か
ら
実
施
し
、
浸
水

被
害
の
軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

担
当

建
設
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
８

ご意見を寄せてくれた皆さん
■　男女別　■

ご意見を寄せてくれた皆さん
■　年齢別　■

■ご意見
の内容■

●
時
報
を
チ
ャ
イ
ム
で
は
な
く
上
品
な
曲
に
替
え
て
…

同
報
無
線
の
本
来
の
役
割
は
、
緊
急
時
に
、
必
要
最
小
限
の
放
送

で
最
大
限
の
情
報
を
市
民
に
伝
え
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。
日
常
か
ら
時
報
や
定
時
放
送
を
行
う

の
は
、
そ
の
た
め
の
試
験
放
送
と
し
て
の
役
割

も
果
た
し
て
い
ま
す
。
音
楽
は
個
人
の
嗜
好
に

よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
好
み
で
な
い
曲
が
流
れ

る
場
合
や
、
放
送
自
体
が
耳
障
り
と
感
じ
る
人
に
と
っ
て
は
苦
痛
と

な
り
得
ま
す
。
よ
っ
て
、
現
時
点
で
は
、
曲
で
は
な
く
、
チ
ャ
イ
ム

の
時
報
が
適
当
と
考
え
ま
す
。

担
当

安
全
対
策
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
２

●
天
野
公
園
は
い
つ
か
ら
使
用
で
き
ま
す
か
？

天
野
公
園（
狩
野
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
）整
備
は
、
平
成
十
六

〜
十
八
年
度
の
三
年
計
画
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
十
七
年

度
に
整
備
し
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
面
や
遊
具
広
場

は
、
す
で
に
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

完
成
を
お
待
た
せ
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
今
年
三
月
末
に
は
完
成
し
ま
す
の
で
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

担
当

都
市
計
画
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
９

●
文
化
祭
の
会
場
を
合
併
前
の
旧

町
別
の
開
催
に
戻
し
て
…

今
年
度
、
部
門
別

に
開
催
し
た
の
は
、

「
三
カ
所
と
も
同
じ
よ

う
な
内
容
で
は
合
併

の
意
味
が
な
く
、
市

民
の
交
流
が
い
つ
ま

で
も
始
ま
ら
な
い
」

と
い
う
前
年
度
の
反

省
か
ら
で
す
。
各
会
場
間
が
離
れ

て
い
る
問
題
は
、
巡
回
バ
ス
に
よ

っ
て
解
消
し
ま
し
た
。
来
年
度
は
、

こ
れ
ま
で
分
散
し
て
い
た
展
示
会

場
を
長
岡
体
育
館
一
カ
所
に
集
約

し
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

担
当

社
会
教
育
課

電
話
０
５
５

（
９
４
８
）１
４
６
１

●
「
あ
や
め
祭
」や「
薪
能

た
き
ぎ
の
う
」、「
芸
妓
連

げ
い
ぎ
れ
ん

〜
秋
の
舞
い
」等
は
、
す
ば

ら
し
い
文
化
事
業
な
の
で
、満
席
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

見
た
い
人
は
大
勢
い
る
の
に
広
報
が
足
り
な
い
…

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
観
光
協
会
主
催
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
実
行
委
員
会
の
開

催
が
遅
く
、
詳
細
の
決
定
が
遅
れ
た
た
め
、
広
報

が
十
分
で
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

次
回
以
降
は
、
実
行
委
員
会
で
内
容
を
早
い
時

期
に
決
定
し
、
広
報
期
間
を
十
分
取
り
、
多
く
の

人
に
周
知
で
き
る
よ
う
、
協
会
に
伝
え
ま
し
た
。

市
と
し
て
も
観
光
協
会
か
ら
早
め
に
情
報
を
得
て
、
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

担
当

観
光
商
工
課
　
電
話
０
５
５
（
９
４
８
）１
４
８
０

●
塩
素
を
入
れ
る
と

水
道
水
が
臭
く
、
ま

ず
く
な
る
…

塩
素
消
毒
は
水
道

法
（
第
二
十
二
条
、
施

行
規
則
第
十
七
条
三

項
）
で
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
消
毒
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

安
全
で
お
い
し
い
水

を
供
給
す
る
た
め
に
、

毎
日
の
残
留
塩
素
測

定
、
毎
月
の
水
質
検

査
を
行
い
、
水
質
管

理
に
努
め
て
い
ま
す
。

担
当

上
下
水
道
課

電
話
０
５
５（
９
４
８
）

２
９
１
１

市市市市
長長長長
、、、、
ごごごご
意意意意
見見見見
がががが
届届届届
きききき
まままま
しししし
たたたた
。。。。

はははは
いいいい
、、、、読読読読

まままま
せせせせ
てててて
いいいい
たたたた
だだだだ
きききき
まままま
すすすす
！！！！
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●
田
京
駅
前
交
差
点
の
改
良
を
早
急
に
実
施
し
て
…

こ
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度
に
測

量
を
実
施
し
、
現
在
、
市
と
し
て
の
考
え
方
を
伊
豆

箱
根
鉄
道
に
示
し
、
踏
切
改
良
に
つ
い
て
協
議
中
で

す
。
伊
豆
箱
根
鉄
道
や
日
本
郵
政
公
社
と
の
協
議
が

ま
と
ま
り
次
第
、
詳
細
計
画
を
検
討
し
、
事
業
の
実

現
に
向
け
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

担
当

建
設
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
８

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
収
集
日
が
少
な
い
…

合
併
前
の
旧
三
町
の
状
況
か
ら
、
収
集
回
数
を
決
め
て
い
ま
す
。

生
ご
み
と
違
い
、
腐
敗
せ
ず
、
保
管
で
き
る
と
い
う
理

由
で
、
燃
や
せ
る
ご
み
よ
り
収
集
回
数
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
現
在
の
状
況
を
見
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
回
数
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

担
当

ク
リ
ー
ン
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
５

●
近
所
で
日
常
的
に
行
わ
れ
る
野
焼
き
に
迷
惑
し
て
い
ま
す
…

野
焼
き
は
法
律
で
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
苦
情
と

し
て
は
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
つ
ど
、
現
場
で
直
接
注

意
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
野
焼
き
が
す
べ
て
禁
止
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
近
隣
の
生
活
環
境
に
支
障
が
あ
る
場
合
、
焼
却
の
中
止
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

・
農
林
業
等
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
廃
棄
物
の
焼
却
の
場
合

（
あ
ぜ
の
草
や
下
枝
の
焼
却
、
暖
を
取
る
程
度
の
焚
き
火
等
）。

・
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄

物
の
焼
却
（
ど
ん
ど
焼
き
等
）。

※
例
外
の
場
合
で
も
、
廃
ビ
ニ
ー
ル
、
廃
タ
イ
ヤ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

焼
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

担
当

環
境
政
策
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
９
）６
８
０
４

●
伊
豆
長
岡
地
区
や
大
仁
地
区
に
も
、「
め
お
と
湯
の
館
」
同
様
に
、

高
齢
者
が
無
料
で
入
れ
る
温
泉
施
設
が
あ
れ
ば
…

市
内
に
は
、
古
奈
に
「
や
す
ら
ぎ
の
家
」、
大
仁
は

「
水
晶
苑
」
と
い
う
高
齢
者
用
温
泉
関
連
施
設
が
あ
り
、

六
十
歳
以
上
の
人
が
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
高
齢
者

の
皆
さ
ん
は
、「
め
お
と
湯
の
館
」
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ら
施
設
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

担
当

高
齢
者
支
援
課
　
電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
１

観
光
商
工
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

●
公
務
員
の
交
通
事
故
・
飲
酒
運
転
や
そ
の
他
の
犯
罪
・
不
正
に
対
す
る
罰
則
を
も
っ
と
厳
し
く
…

昨
年
六
月
に
「
懲
戒
処
分
の
基
準
」
の
規
定
を
制
定
し
、
飲
酒
運
転
及
び
酒
気
帯

び
運
転
に
よ
る
事
故
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
免
職
、
停
職
、
減
給
等
を
定
め
ま
し
た

（
飲
酒
運
転
の
車
に
同
乗
し
た
者
又
は
ほ
う
助
し
た
者
も
同
様
の
処
分
と
す
る
。
平
成

十
八
年
十
一
月
改
正
済
み
）。
ま
た
、
公
務
員
の
服
務
規
律
等
に
つ
い
て
は
、
地
方
公

務
員
法
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
れ
ば
懲
戒
処
分
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
も
一
般
職
員
と
同
様
な
扱
い
と

な
り
ま
す
。
職
員
に
は
常
日
ご
ろ
綱
紀
粛
正
を
喚
起
し
て
お
り
ま
す
。

担
当

総
務
課
　
電
話
０
５
５
５（
９
４
８
）２
９
０
８

●
浮
橋
地
区
に
掘
削
し
た
温
泉
の
有
効
活
用
を
…

十
二
月
に
、
第
一
回
「
浮
橋
温
泉
利
用
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
検
討
委
員
会
は
、
浮
橋
地
区
で
掘

削
し
た
温
泉
を
利
用
し
観
光
交
流
の
増
加
や
地
域

活
性
化
、
農
業
振
興
や
福
祉
の
向
上
な
ど
多
方
面

に
お
け
る
事
業
展
開
を
視
野
に
入
れ
、
地
元
の
皆

さ
ん
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
検
討
し
、「
浮
橋
温

泉
利
用
構
想
」
を
策
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
関
係
の
皆
さ
ん
と
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

交
換
し
な
が
ら
、
新
た
な
温
泉
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当

企
画
財
政
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
３

●
「
さ
よ
な
ら
の
あ
い
さ
つ
運
動
」
で
、
小
学
生
に
あ
い
さ
つ
を
し

た
ら
、
恥
ず
か
し
い
の
か
返
事
が
な
か
っ
た
…

こ
の
下
校
時
の
放
送
は
、第
一
に
子
ど
も
の
安
全
確
保
で
す
の
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
と
て
も
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

小
学
校
で
も
、「
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
た
ら
あ
い
さ
つ

を
返
そ
う
」「
ご
近
所
の
人
に
は
自
分
か
ら
あ
い
さ
つ

を
し
よ
う
」
と
い
う
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
で
す
の
で
、
明
日
か
ら
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
あ
た
た
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

担
当

学
校
指
導
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
５
３

※
直
接
市
の
管
轄
す
る
事
業

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
ん

な
ご
意
見
も
き
て
い
ま
し

た
。

●
伊
豆
長
岡
駅
構
内
の
歩
道

橋
は
、
高
齢
者
に
は
階
段
の

昇
降
が
大
変
で
す
。
線
路
を

渡
る
だ
け
に
は
で
き
ま
せ
ん

か
。（
伊
豆
箱
根
鉄
道
株
式

会
社
に
通
知
し
ま
し
た
）

●
大
仁
地
区
だ
け
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
毎
年
、
区
民
体

育
大
会
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

な
ど
地
区
の
行
事
が
多
く
、

参
加
者
が
な
か
な
か
集
ま
ら

な
い
た
め
、
区
長
や
組
長
は

大
変
で
す
。
親
睦
が
目
的
の

は
ず
な
の
に
、
ス
ポ
ー
ツ
が

苦
手
な
人
や
日
曜
日
な
か
な

か
休
め
な
い
人
に
は
苦
痛
で

す
。

●
乳
幼
児
健
診
は
、
合
併
前
の
よ
う
に
伊
豆
長
岡
・
韮
山
・
大
仁
の

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
…

乳
幼
児
健
診
の
開
催
場
所
に
つ
い
て
、
合
併
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
駐
車
台
数
を
確
保
で
き
る
会
場
が
よ
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

ま
た
、
医
師
や
歯
科
医
師
に
お
願
い
を
す
る
場
合
、

あ
る
程
度
の
対
象
人
数
が
必
要
で
あ
り
、
節
目
に
お

け
る
子
ど
も
の
発
育
・
発
達
の
確
認
と
い
う
目
的
か

ら
も
、
月
一
回
の
実
施
が
好
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、
伊
豆
長
岡
・
韮
山
・
大
仁
各
地
区
で
は
出

生
人
数
に
差
が
あ
り
、
各
地
区
に
お
い
て
同
じ
回
数

の
健
診
を
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
現
在
で
は
韮
山
保
健
セ
ン
タ

ー
で
乳
幼
児
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
育
児
相
談
や
六
カ
月
児
相
談
、
離
乳
食
講
習
会
、
フ
ッ
素

塗
布
、
ポ
リ
オ
予
防
接
種
な
ど
、
各
地
区
に
出
向
い
て
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

担
当

健
康
づ
く
り
課
　
電
話
０
５
５
８
（
７
６
）８
０
１
２

●
高
齢
で
一
人
暮
ら
し
の
年
金
生
活
者
に
良
い
住
宅
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
老
人
ホ
ー
ム
の
よ
う
な
所
に
住
み
た
い
で
す
…

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
空
き
が
あ
り
ま
せ

ん
。
空
き
部
屋
が
発
生
し
た
ら
、
広
報
紙
上
で
入
居
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

担
当
　
管
財
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
２

ま
た
、
高
齢
者
が
入
居
で
き
る
施
設
と
し
て
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等

が
あ
り
ま
す
。
前
の
三
つ
は
入
居
費
用
が
高
額
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
経
済
状
況
に
あ
わ
せ

て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
市
が

そ
の
人
の
現
状
を
調
査
し
た
上
で
、
入
所
の
可
否

が
決
定
さ
れ
ま
す
。
本
人
や
扶
養
義
務
者
の
所
得

の
範
囲
内
で
の
費
用
負
担
が
必
要
で
す
。

し
か
し
、
ま
ず
最
初
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
住
み
な
れ

た
地
域
で
の
生
活
や
、
親
族
の
人
と
の
同
居
を
ご
検
討
い
た
だ
き
、

困
難
な
場
合
に
施
設
入
所
を
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
高
齢
者
支
援
課
内
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
高
齢
者
の
色
々
な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

担
当

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
０

●
他
市
町
に
比
べ
、
保
育
料
が
高
い
。
見
直
し
て
…

確
か
に
伊
豆
の
国
市
は
、
近
隣
市
町
の
中
で

は
保
育
料
が
高
め
で
す
。
し
か
し
、
保
育
料
は
、

国
の
徴
収
基
準
額
よ
り
低
い
分
は
市
の
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
、
保
育
料
が
安
く
な
れ
ば
結
局

市
民
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
合
併

時
に
は
旧
三
町
で
最
も
安
い
保
育
料
に
合
わ
せ
て
見
直
し
て
い
ま
す

の
で
、
以
前
よ
り
は
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
税
の
扶
養
控
除

の
関
係
で
所
得
税
が
高
く
な
り
、
保
育
料
の
負
担
が
増
え
て
い
る
の

は
確
か
で
す
の
で
、
今
後
見
直
し
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

担
当

こ
ど
も
育
成
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
４
７

「まちづくりご意見箱」に関する問合せ 企画財政課　電話０５５‐９４８‐１４１３



※
た
だ
し
、
平
成
十
八
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人
ま
た
は
、

平
成
十
八
年
中
の
収
入
が
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に

年
末
調
整
の
済
ん
で
い
る
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

は
、
住
民
税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
人
で
も
、
住
民
税
の
申
告
を
し
な
い
と
、
国

民
健
康
保
険
や
老
人
医
療
の
優
遇
措
置
、
児
童
扶
養
手
当
・
障
害
者
関

係
・
そ
の
他
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
、
市
営
住
宅
の
入
居
申
請
な
ど
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
住
民
税
申
告
書
の
提
出
は
郵
送
で
も
で
き
ま
す

郵
送
先

〒
４
１
０
‐
２
２
９
２
伊
豆
の
国
市
長
岡
３
４
０
‐
１
　

伊
豆
の
国
市
役
所
　
税
務
課

7 6

●
平
成
十
九
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
居
住
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
市
役
所
税
務
課
か
ら
申
告
書
が
送
ら
れ
て
き

た
人
（
住
民
税
の
申
告
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
人
に
郵
送
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
）

②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
他

の
人
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い
人

③
平
成
十
八
年
中
の
所
得
は
な
い
が
、
所
得
証

明
や
非
課
税
証
明
を
必
要
と
す
る
人

【三島税務署申告相談】
◆所得税・贈与税
・個人事業者の消費税申告など
期　間 ２月６日（火）～３月１５日（木）

※土･日・祝休日を除く
時　間 ９：００～１２：００

１３：００～１７：００
会　場 三島商工会議所
（消費税申告は、３月１６日（金）以降は、
４月２日（月）まで三島税務署会場にな
ります）

確定申告書の提出は、郵送でもでき
ます。郵送の場合は記載事項や添付す
る書類に誤りがないか確認して、市役
所ではなく、直接税務署へ郵送してく
ださい。
郵送先 三島税務署　〒４１１‐８５５１

三島市文教町１‐４‐３３

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

問合せ
三島税務署　　電話０５５‐９８７‐６７１１
市役所税務課　電話０５５‐９４８‐２９０７

※青色申告、譲渡所得、贈与税、消費税の申告相談は市役所会場ではできませ
ん。三島税務署が開催している申告相談会場へお願いします。
※会場の混雑状況によっては、終了時間前に受け付けを締め切らせていただく
こともあります。ご了承ください。

相談会
時間

会　場

確定申告相談･受付
税務署員による
出張申告相談･受付

税理士による
無料申告相談･受付

伊豆長岡庁舎
３階第１会議室

２月１６日（金）～

３月１５日（木）

※土・日を除く

２月２７日（火）

２月２８日（水）

３月 １日（木）

３月 ２日（金）

韮山庁舎
３階大会議室

３月５日（月）

２月２６日（月）

２月２７日（火）

２月２８日（水）

大仁庁舎
２階第１会議室

２月２２日（木）

２月２３日（金）

２月２６日（月）

２月２７日（火）

９：００～１２：００

１３：００～１６：００

９：３０～１２：００

１３：００～１６：００

９：３０～１２：００

１３：００～１６：００

私
た
ち
の
納
め
る
税
金
は
、
豊
か
で
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
社
会
を
作

る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
、
私
た
ち
の
税
金

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。社
会
の
会
費
と
も
い
え
る
税
金
を
正
し
く
申
告
し
、

納
め
ま
し
ょ
う
。
申
告
期
限
の
間
際
に
な
る
と
税
務
署
や
市
役
所
の
相
談

会
場
は
と
て
も
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
、
保
険
満
期
金
を
受

け
取
っ
た
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人
な
ど
で
平
成
十
八
年
中
の
合

計
所
得
金
額
が
、
所
得
控
除
（
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除

な
ど
）
の
合
計
金
額
を
越
え
る
人
。

●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成
十
八
年
中
の
給
与
収
入
が
二
千
万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
の
支
払
い
を
一
カ
所
か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、
給
与
所
得
や
退
職

所
得
以
外
の
所
得
金
額
（
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し
た
後
の

金
額
）
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
の
支
払
い
を
二
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、
年
末
調
整
を

受
け
て
い
な
い
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
の
金
額
と
の
合
計
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

※
た
だ
し
、
給
与
な
ど
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
所
得
控
除
の
合
計
額
よ

り
も
少
な
く
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
二
十
万
円

以
下
の
人
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
印
鑑
　
▼
源
泉
徴
収
票
（
配
偶
者
特
別
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
配
偶
者
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
）

▼
本
人
名
義
の
振
込
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
　

※
前
年
度
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、
そ
の
申
告
書
と

収
支
内
訳
書
の
控
え
を
参
考
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
ほ
か
必
要
な
も
の

【
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
】

①
平
成
十
八
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

②
高
額
療
養
費
、
出
産
一
時
金
、
保
険
金
、
損
害

賠
償
金
な
ど
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
そ
の
金

額
の
わ
か
る
も
の

※
領
収
書
は
病
院
や
診
療
を
受
け
た
人
ご
と
に
仕

分
け
し
て
金
額
を
合
計
し
、
便
箋
や
メ
モ
用
紙

な
ど
に
一
覧
に
整
理
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

【
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
】

①
国
民
年
金
・
健
康
保
険
な
ど
の
平
成
十
八
年
中

に
支
払
っ
た
金
額
が
わ
か
る
も
の
（
支
払
証
明

書
な
ど
）

※
平
成
十
七
年
分
の
申
告
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
人
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
確

定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

①
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
マ
イ
ホ
ー

ム
を
購
入
し
た
人
や
新
築
・
増

改
築
な
ど
を
し
た
人

②
火
災
・
風
水
害
、
盗
難
な
ど
で

住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
た

人
③
病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医

療
費
を
支
払
っ
た
人

④
平
成
十
八
年
の
途
中
に
退
職
し
、

そ
の
後
も
再
就
職
し
な
か
っ
た

た
め
年
末
調
整
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
人

住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

申
告
に
必
要
な
も
の

確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
人

●還付申告相談
期　間 ２月６日（火）～１５日（木）

※土・日・祝休日を除く
時　間 ９：００～１２：００

１３：００～１６：００　
会　場 伊豆長岡庁舎３階第１会議室
※三島税務署申告相談会場（三島商工会議
所）でも受け付けています。

料
に
つ
い
て
は
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
る

控
除
証
明
書
の
提
示
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

証
明
書
な
ど
を
紛
失
し
納
付
金
額
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
三
島
社
会
保
険
事
務
所
　

電
話
０
５
５（
９
７
３
）１
４
４
４

【
生
命
保
険
料
控
除
・
損
害
保
険
料
控
除
な
ど
を
受

け
る
場
合
】

①
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書

【
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
】

①
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
市
町
村
長
が

発
行
す
る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど

（
本
人
、
扶
養
家
族
分
）

※
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
は
、「
平
成
十
八

年
十
二
月
三
十
一
日
（
死
亡
し
た
人
に
つ
い
て

は
死
亡
の
日
）
現
在
に
お
い
て
六
十
五
歳
以
上

で
要
介
護
認
定
者
」
に
対
し
て
、
申
請
に
よ
り

発
行
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

高
齢
者
支
援
課
　

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
９

確定申告受付と各種相談会日程

申告書は　自分で書いて　お早めに

確定申告のページ

２月16日（金)→３月15日（木)

パソコンによる確定申告書の作成が便利です！
国税庁ホームページ
http://www.nta.go.jp→確定申告書等作成コーナー



梅まつり写生コンクール
（テーマ：梅）
●実 施 日：２月１７日（土）・１８日（日）
●参加資格：小学生以下～参加費無料～
※用具（画板・色エンピツ等）は、貸出し
致します。
※金賞の作品は、来年度のポスターに使用
されます。

梅お散歩ラリー
●開 催 日：２月１７日（土）
●受付時間：１０：００～１０：３０
●集合場所：大仁神社下園庭
●参 加 費：ひとり５００円
●参加資格：健康でひとりで歩ける人ならどなたで

も参加できます。
●定　　員：１００人
※定員になり次第締め切らせていただきます。
募集期限：２月１２日（月）
申込方法：下記の申込先にお電話・ＦＡＸください。
ＦＡＸの場合は、氏名、年齢、住所、電話番号を明記
の上お送りください。
申込み：伊豆の国観光協会大仁観光案内センター

電話０５５８‐７６‐１６３０　ＦＡＸ０５５８‐７６‐６２６２
大仁町商工会
電話０５５８‐７６‐３０６０　ＦＡＸ０５５８‐７６‐０７２０　

俳句大会
①奉納俳句会
●投 句 料：梅の句２句１組５００円（２組まで）
●日　　時：２月１７日（土）１０：００受付　１２：００〆切
●場　　所：大仁神社境内
●表　　彰：２月１７日（土）１５：００より大仁神社にて

②大会
●投 句 料：２句１組１，０００円（１組のみ）
●日　　時：２月１８日（日）１０：００受付
●場　　所：大仁公民館
●表　　彰：大会終了後大仁公民館にて
●募集句表彰：２月１８日（日）１１：００ごろから大仁神社

にて　

同時開催

大仁区民文化祭
●日時：２月１７日（土）１３：００～１８：００

２月１８日（日）９：３０～１５：００予定
●会場：大仁神社下ひまわり保育園大仁分園
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【
申
し
込
み
時
の
注
意
】

●
『
田
方
地
区
交
通
災
害
共
済
加
入
申
込
書

在
中
』
と
書
か
れ
た
封
書
（
加
入
申
込
書
）

が
２
月
下
旬
以
降
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
封
書

は
き
り
と
り
線
に
そ
っ
て
丁
寧
に
切
り
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
過
去
に
は
自
治
会
（
町
内
会
・
隣
組
）
等

を
通
じ
て
、
加
入
申
込
書
が
配
布
さ
れ
て
い

る
地
域
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
全
戸

と
も
直
接
郵
送
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
の

手
続
き
は
、
各
家
庭
・
個
人
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
は
、
加
入
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
会
費
を
添
え
て
、
市
役
所
・
各
支

●資　格 市内に住民登録又は外国人登録している人
●会　費 １人５００円
●期　間 １年間（平成１９年４月１日から平成２０

年３月３１日まで） ※現在ご加入の交
通災害共済の共済期間は平成１９年３月
３１日までです。

●共済見舞金額

※治療期間が１週間未満の場合は支給の対象になり
ません。
※治療期間中、治療を１５日以上中断したときは中
断後の期間は原則として算入しません（医師の指
示による場合を除く）。
※歯科の場合は治療実日数とします。

●問合せ 安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

田方地区交通災害共済とは、伊豆の国市・伊豆市・
函南町の住民の皆さんが会費を出し合い、交通事故に
より被害を受けた会員に見舞金をおくる相互扶助の制
度です。
対象となる交通事故は、自動車・バイク・自転車等

の道路上の人身事故その他電車・飛行機・船舶などの
運行による人身事故です。
交通事故はあなたの身辺にも起こりうる災害です。

まさかの時に備え、ご家族そろって加入しましょう。

等級 傷害（治療期間）の程度 見舞金額

１ 死亡の場合 １００万円

２ ６カ月以上 １５万円

３ ５カ月以上 １２万円

４ ４カ月以上 １０万円

５ ３カ月以上 ８万円

６ ２カ月以上 ５万円

７ １カ月以上 ３万円

８ １週間以上 ２万円

９ むちうち症傷害の場合 最高８万円まで

日　時　２月１７日（土）・１８日（日）
１０：００～１５：００（雨天決行）

会　場　大仁神社境内・梅林
（俳句大会は大仁公民館）

ボボラランンテティィアアススタタッッフフ募募集集　　
時間：９：３０～１５：３０　
対象：２０歳以上のイベントに興味のある人
内容：受付、イベントの手伝いなど
申込：伊豆の国観光協会大仁観光案内センター

電話０５５８‐７６‐１６３０　ＦＡＸ０５５８‐７６‐６２６２
大仁町商工会
電話０５５８‐７６‐３０６０　ＦＡＸ０５５８‐７６‐０７２０

催事内容

●雅楽と神楽、詩吟、大正琴、尺八、
民謡、野点、屋台

●梅林内にて甘酒無料サービス

●梅アイス・梅菓子・梅あんころ餅無

料サービス（数量限定）

広報「いずのくに」は、毎月１日号と１５日号を発行しています。
１日号は各自治会（区・組）を通じて配布し、１５日号（タブロイド版）

は新聞折り込みで皆さんにお届けしています。
広報紙がお手元に届かない場合は、各支所、公共施設（アクシスかつ

らぎ、めおと湯の館、図書館など）、農協や郵便局、金融機関などにあ
りますので、ご利用ください。

問合せ 企画財政課　電話０５５‐９４８‐１４１３

広報

は毎月２回発行！

所
会
計
窓
口
又
は
市
内
金
融
機
関
窓
口
（
郵

便
局
を
除
く
。）
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
は
一
年
を
通
し
て
い
つ
で
も
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
四
月
一
日

以
降
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら
が
加
入
期
間
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
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成人としての決意・抱負をみんなの前で話しまし

た。みんな楽しそう！（大仁会場）

高梨なつ美さんによる成人者代表宣誓（アクシスかつらぎ）

伊
豆
の
国
市
成
人
式
を
、
一
月

七
日
に
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
大
ホ

ー
ル
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
二

部
方
式
で
行
い
、
第
一
部
を
伊
豆

の
国
市
主
催
、
第
二
部
を
伊
豆
の

国
市
成
人
式
実
行
委
員
会
で
行
い

ま
し
た
。

十
月
初
め
か
ら
、
各
地
区
約
十

人
の
新
成
人
で
実
行
委
員
会
を
つ

く
り
、
毎
月
三
〜
四
回
程
度
の
打

合
せ
を
行
い
、
第
一
部
式
典
の
運

営
等
の
お
手
伝
い
と
第
二
部
の
式

典
（
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
含
む
）
の

運
営
及
び
企
画
、
実
施
を
し
ま
し

た
。
第
二
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実

行
委
員
会
の
特
色
を
活
か
し
、
長

岡
は
恩
師
一
人
ひ
と
り
の
祝
辞
、

二
十
年
の
思
い
出
（
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
）、
二
十
歳
の
決
意
・
抱
負
、

韮
山
は
二
十
年
の
あ
ゆ
み
（
幼
少

か
ら
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
）、
新

成
人
に
よ
る
バ
ン
ド
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
大
仁
で
は
思
い
出
の

ビ
デ
オ
、
大
地
讃
頌
の
合
唱
、
成

人
と
し
て
の
決
意
（
抱
負
）
表
明

を
行
い
ま
し
た
。
各
地
区
と
も
に

実
行
委
員
を
軸
と
し
た
、
す
ば
ら

し
い
式
典
で
あ
り
、
思
い
出
に
残

る
日
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
の
新

成
人
参
加
者
は
、
約
四
百
二
十
人

で
し
た
。

すすすす
てててて
きききき
なななな

成成成成
人人人人
式式式式
をををを

ああああ
りりりり
がががが
とととと
うううう
。。。。

・
二
十
歳
に
な
り
、
人
や
物
と
の
出
会
い
の
尊
さ
を

想
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。「
一
期
一
会
」
す

べ
て
の
瞬
間
を
後
悔
し
な
い
よ
う
に
生
き
た
い
と
思

い
ま
す
。（
飯
田
由
佳
さ
ん
）

・
多
く
の
人
の
お
か
げ
で
、
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
今
、
大
工
に
な
る
た
め
の

勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
皆
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。（
小
林
健
太
さ
ん
）

・
大
人
に
な
っ
た
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
い
ろ
ん
な

こ
と
に
責
任
を
持
ち
つ
つ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
小
島
麻
実
さ
ん
）

・
成
人
式
を
迎
え
、
両
親
、
家
族
に
感
謝
し
、
夢
に

向
か
っ
て
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
生
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
河
口
智
美
さ
ん
）

・
伊
豆
の
国
市
出
身
の
成
人
と
し
て
、
自
主
と
自
立

の
精
神
を
持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
人
生
活
を
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
西
島
英
幸
さ
ん
）

・
自
分
の
行
動
に
責
任
を
も
ち
、
ま
っ
す
ぐ
に
生
き

て
い
き
た
い
。（
木
戸
誠
さ
ん
）

成人式を支えてくれた実行委員のみなさんを紹介
長岡：小島友香理さん、原史彦さん、杉本恵里華さん、加藤愛さん、朝香研二さん、野極雄史さん、植野友香さん、
木村稔さん、安田絵梨さん、久保田育栄さん、浜村悟史さん　韮山：高梨なつ美さん、古山直樹さん、細田知司さん、
細田幸司さん、向笠旭彦さん、伊藤佳菜美さん、杉山博子さん、伊賀陽介さん　大仁：古屋清美さん、川口勇人さん、
梅原由佳子さん、平野聡美さん、木村仁子さん、伊賀歩さん、岩井佑佳さん、渡邉みなみさん、佐藤尚子さん、馬場奈津美さん

躍動感あふれるバンドの演奏に会場は盛り上がりました。（韮山会場）

覚えてるんですよねえ。大地讃頌の斉唱（大仁会場） 「きれいだよ～�」記念撮影も大切です。（大仁会場）

振
り
袖
を
着
て
、
心
な
し
か
お
し

と
や
か
に
ピ
ー
ス
（
長
岡
会
場
）

成
人
式

成
人
式

手
作
り
の
成
人
式
に

四
百
二
十
人
が
参
加第一部司会の古屋清美さん（右）と

伊賀歩さん（左）
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ご
み
の
選
別
作
業

と
っ
て
も
困
っ
て
る

ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表

皆
さ
ん
が
出
し
た
ご
み
を
、
も
う
一
度
選
別
作
業
し
て
い

る
清
掃
セ
ン
タ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
な
ど
の
現
場

で
、困
っ
て
い
る
ラ
ン
キ
ン
グ
を
紹
介
！
あ
な
た
の
ご
み
、

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

環境対策ファイル

何
の
た
め
の
分
別
？

誰
の
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
？

ご
み
を
出
す
前
に

も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
！

体育協会は、競技団体が中心に市民スポーツの振興を行っています。各団体とも定期的な
活動とスポーツ大会やスポーツ教室を開催する中、ボランティア活動や市の行事等にも協力
しつつ、心身共に健康で明るい市民の育成に貢献することを目的に活動しています。また、
スポーツ少年団も青少年にスポーツを振興する中で理想的な人間形成を目指した活動を展開
し、青少年の心身の健全育成に努めています。なお、会員・団員の募集をしますので、詳細
は下記までお問い合わせください。 伊豆の国市体育協会

ゲートボール協会

バレーボール連盟

卓球連盟

ソフトテニス連盟

テニス協会（硬式）

グラウンド・ゴルフ連盟

野球連盟（軟式）

ソフトボール連盟

バスケットボール部

韮山ペタンク協会

バウンドテニス協会

韮山ゴルフ愛好会

バドミントン連盟

ＳＯＲＡファミリーバドミントンクラブ

長岡インディアカクラブ

柔道連盟

剣道連盟

少林寺拳法連盟

居合道部

気功クラブ

弓道協会

アーチェリー部

陸上競技協会

五十雀山歩会

韮山コスモス（野球）

伊豆長岡ウイングス（野球）

大仁ノース（野球）

大仁パワーズ（野球）

韮山少年サッカー

長岡サッカー

大仁少年サッカー

大仁北サッカークラブ

韮山バレーボール

伊豆の国クラブ（バレーボール）

伊豆長岡ジュニアバレーボール

大仁ジュニアバレーボール

韮山ジュニアテニスクラブ

韮山フェニックス（ミニバス）

伊豆長岡ミニバスケットボール

大仁ミニバスケットボール

韮山剣道教室

錬成館剣道

伊豆長岡剣道

大仁少年剣道

韮山柔道

伊豆長岡柔道

空手道教室

伊豆の国少林寺拳法

韮山走ろう会

伊豆長岡ＡＣ陸上

○大仁ジュニアサッカークラブ

○伊豆の国ヤングバレーボールクラブ

加 盟 競 技 団 体 伊豆の国市スポーツ少年団

体育協会・スポーツ少年団に関する問合せ
社会教育課
電話０５５‐９４８‐１４６１

体育協会体育協会（（スポーツ少年団スポーツ少年団））紹介紹介

伊 豆 の 国 市 体 育 協 会

皆
さ
ん
が
出
し
た
ご
み
は
、
適
正

な
処
理
を
す
る
た
め
に
す
べ
て
清
掃

セ
ン
タ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
な

ど
の
施
設
を
経
由
し
て
い
ま
す
。
施

設
で
は
、
し
っ
か
り
分
別
で
き
て
い

る
か
の
確
認
や
間
違
っ
て
混
入
さ
れ

た
も
の
を
取
り
除
く
選
別
作
業
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
作
業
で

困
っ
て
い
る
こ
と
を
ラ
ン
キ
ン
グ
形

式
で
紹
介
し
ま
す
。

燃
や
せ
る
ご
み
の

中
に
資
源
ご
み
が
！

資
源
と
し
て
有
効
利
用
で
き
る
は

ず
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
紙
類
な
ど
の
混
入
が
目
立
ち
ま

す
。
燃
や
せ
る
ご
み
は
、
燃
や
し
て

し
ま
う
と
灰
に
な
る
だ
け
で
他
に
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
燃
や
せ

る
ご
み
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
焼

却
に
は
多
く
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
資
源
ご
み
を
し
っ
か
り
分
別

す
れ
ば
燃
や
せ
る
ご
み
の
削
減
は
可

能
で
す
。
ま
ず
は
一
割
削
減
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
！

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

中
は
異
物
が
い
っ
ぱ
い
！

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
日
に
回
収
し

て
い
る
透
明
な
指
定
ご
み
袋
を
開
け

て
み
る
と
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

食
べ
物
の
残
り
が
混
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
分
別
が
で
き
て
い
な
い
と
正
し

い
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
ま
せ
ん
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
！

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
は
、

違
う
材
質
で
で
き
て
い
ま
す
の
で
、

別
々
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
キ

ャ
ッ
プ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
日

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
プ
レ
ー
缶
が

大
爆
発
！

ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
に
含
ま

れ
る
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
穴
を
開
け
て

か
ら
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
穴
の
開
い
て
い
な
い
ス
プ
レ
ー

缶
が
見
ら
れ
ま
す
。
穴
の
開
い
て
い

な
い
ス
プ
レ
ー
缶
を
施
設
の
機
械
で

つ
ぶ
す
と
爆
発
し
ま
す
。
施
設
維
持

の
た
め
に
も
ス
プ
レ
ー
缶
は
必
ず
穴

を
開
け
ま
し
ょ
う
。

袋
の
中
か
ら
ま
た
袋
、

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

二
重
、
三
重
袋
！

回
収
さ
れ
た
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
中
身
を
確
認
す
る
た
め
す
べ
て

指
定
ご
み
袋
を
破
袋
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
指
定
ご
み
袋
を
開
け
て

み
る
と
中
か
ら
レ
ジ
袋
、
そ
の
レ
ジ

袋
を
開
け
て
み
る
と
空
き
缶
が
…
？

選
別
作
業
で
は
二
重
、
三
重
の
袋
も

破
袋
し
て
い
ま
す
。
作
業
効
率
を
上

げ
る
た
め
に
も
、
異
物
の
混
入
を
防

ぐ
た
め
に
も
中
身
の
見
え
る
出
し
方

を
し
ま
し
ょ
う
。

※○は中学生のクラブ

問合せ クリーン課
電話０５５‐９４９‐６８０５
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県消防協会長表彰を受ける４人

団
員
集
結
、
防
火
・
防
災
の
決
意
新
た
に
　
消
防
団
出
初
式

●
静
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
賞
・
勤
続
功
労
章
（
十
五
年
）】

消
防
団
長
　
　
　
　
諏
訪
貢
太
郎

伊
豆
長
岡
方
面
隊
本
部
長

伊
奈
　
始

韮
山
方
面
隊
第
五
分
団
部
長
　

小
野
　
孝
浩

韮
山
方
面
隊
第
五
分
団
部
長
　

渡
辺
　
克
彦

【
勤
続
功
労
章（
十
年
）】

伊
豆
長
岡
方
面
隊
第
四
分
団
副
分
団
長

井
川
　
甲
子

伊
豆
長
岡
方
面
隊
第
四
分
団
部
長

井
川
　
宏
之

伊
豆
長
岡
方
面
隊
第
五
分
団
副
分
団
長

内
田
　
佳
秀

大
仁
方
面
隊
第
八
分
団
分
団
長

渡
邉
　
清
孝
　

大
仁
方
面
隊
第
八
分
団
副
分
団
長

森
　
　
浩
一

●
静
岡
県
消
防
協
会
田
方
支
部
長
表
彰

（
伊
豆
長
岡
方
面
隊
）

第
二
分
団
分
団
長
　
坂
本
　
達
也

第
三
分
団
分
団
長
　
葉
山
　
弘
幸

第
五
分
団
分
団
長
　
日
吉
　
圭
一

第
七
分
団
分
団
長
　
萩
原
　
一
英

（
韮
山
方
面
隊
）

第
一
分
団
分
団
長
　
冨
樫
栄
太
郎

第
二
分
団
分
団
長
　
長
谷
川
　
勝

第
三
分
団
分
団
長
　
内
野
　
博
志

第
五
分
団
分
団
長
　
高
橋
　
久

（
大
仁
方
面
隊
）

第
二
分
団
分
団
長
　
西
島
　
一
宏

第
三
分
団
分
団
長
　
鈴
木
　
研

第
七
分
団
分
団
長
　
塩
谷
　
敏
之

第
八
分
団
分
団
長
　
渡
邉
　
清
孝

●
田
方
支
部
北
豆
支
会
会
長
表
彰

（
伊
豆
長
岡
方
面
隊
）

第
一
分
団
副
分
団
長

渡
辺
　
直
人

第
二
分
団
副
分
団
長

関
野
　
勝
弘

第
三
分
団
副
分
団
長

山
本
　
雅
司

第
四
分
団
副
分
団
長

井
川
　
甲
子

第
五
分
団
副
分
団
長

内
田
　
佳
秀

第
六
分
団
副
分
団
長

濱
村
　
裕

第
七
分
団
副
分
団
長

鈴
木
　
克
己

（
韮
山
方
面
隊
）

第
一
分
団
副
分
団
長

日
吉
　
新

第
二
分
団
副
分
団
長

石
井
　
淳

第
三
分
団
副
分
団
長

兼
子
　
章

第
四
分
団
副
分
団
長

伊
藤
　
大
輔

第
五
分
団
副
分
団
長

沓
間
　
建

（
大
仁
方
面
隊
）

第
一
分
団
副
分
団
長

杉
村
　
明
彦

第
二
分
団
副
分
団
長

住
谷
　
友
樹

第
三
分
団
副
分
団
長

橋
本
　
功
太

第
四
分
団
副
分
団
長

西
島
　
優
紀

第
五
分
団
副
分
団
長

岡
　
知
春

第
六
分
団
副
分
団
長

小
田
島
文
男

第
七
分
団
副
分
団
長

斉
藤
　
昭
彦

第
八
分
団
副
分
団
長

森
　
浩
一

●
伊
豆
の
国
市
消
防
団
長
表
彰

（
伊
豆
長
岡
方
面
隊
）

第
一
分
団
分
団
長
　
梅
原
　
速
史

第
二
分
団
部
長
　
　
渡
辺
　
太
一

第
三
分
団
部
長
　
　
相
磯
　
和
男

第
四
分
団
分
団
長
　
水
口
　
泰
成

第
四
分
団
部
長
　
　
宮
崎
　
文
隆

水
口
　
学

第
五
分
団
部
長
　
　
佐
野
　
和
正

第
五
分
団
部
長
　
　
町
田
　
公
二

第
六
分
団
分
団
長
　
佐
藤
　
常
義

（
韮
山
方
面
隊
）

第
四
分
団
分
団
長
　
高
井
　
直
人
　

（
大
仁
方
面
隊
）

第
一
分
団
分
団
長
　
花
島
　
啓
司

第
二
分
団
部
長
　
　
杉
山
　
勇
生

菅
沼
　
修

橋
本
　
和
幸

第
四
分
団
分
団
長
　
小
池
　
正
登

第
五
分
団
分
団
長
　
諸
伏
　
宏
昌

第
五
分
団
部
長
　
　
村
木
　
篤
史

第
五
分
団
班
長
　
　
西
島
　
幹
雄

中
島
　
大
輔

第
六
分
団
分
団
長
　
佐
藤
　
政
志

第
七
分
団
班
長
　
　
塩
谷
　
健
一

第
八
分
団
班
長
　
　
伊
藤
　
泰
三

１２月２４日から、長岡温泉場通りが
鮮やかなイルミネーション（電飾）に彩
られています。通りに沿って、樹木な
どに施されたＬＥＤ（発光ダイオード）が
美しい光を放ち、約４００メートルにわ
たり、伊豆長岡温泉のメインストリー
トを明るく照らしています。
点灯時間は毎夜１７時ころ（暗くなっ

たのち）から、０時まで。皆さんもぜひ
ご覧ください。

一
月
七
日
、
消
防
団
出
初
式
を

強
風
の
た
め
、
会
場
を
元
ス
ポ
ー

ツ
ワ
ー
ル
ド
駐
車
場
か
ら
長
岡
体

育
館
へ
変
更
し
て
実
施
し
ま
し

た
。人

員
報
告
や
服
装
・
姿
勢
点
検

を
し
た
後
、
各
種
表
彰
や
来
賓
祝

辞
な
ど
が
行
わ
れ
、式
終
了
後
は
、

狩
野
川
グ
リ
ー
ン
公
園
で
、
一
斉

放
水
を
行
い
ま
し
た
。

三
方
面
隊
二
十
個
分
団
の
団
員

ら
は
、
決
意
も
新
た
に
、
さ
ら
な

る
消
防
活
動
へ
の
精
進
を
誓
い
ま

し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

服装・姿勢点検を受ける団員ら

市の花あやめをかたどった電飾も登場

イイルルミミネネーーシショョンン点点灯灯
長岡温泉場通り

一
月
十
三
日
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
、
韮
山
農
業
ま
つ
り
と

畜
産
ま
つ
り
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
多
く
の
市
民
ら

が
訪
れ
、
体
験
型
や
ス
テ
ー
ジ
な

ど
の
多
彩
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し

た
。品

評
会
出
品
の
イ
チ
ゴ
の
販
売

や
無
料
で
配
ら
れ
た
エ
コ
米
お
に

ぎ
り
が
人
気
で
、
長
蛇
の
列
が
で

き
る
ほ
ど
。
品
評
会
表
彰
式
や
大

抽
選
会
、
も
ち
ま
き
、
動
物
と
の

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
会
場

は
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

１月５日、姉妹都市である長岡京市の老人福祉セン
ター「竹寿苑」を、山口助役らが訪問し、伊豆の国市
の温泉の初湯をプレゼントしました。
長岡京市とは、昨年１１月に姉妹都市盟約を結んで

おり、今年もさらに交流を深めようという企画。「めお
と湯の館」でくみ上げた温泉１．５トンを給水タンクに
入れ、前日に職員が陸路で運びました。
その日「竹寿苑」を訪れた６０歳以上の長岡京市民

は、浴槽にユズを浮かべ、伊豆の国市の温泉気分を楽
しみました。

一
月
十
五
日
、
伊
豆
の
国
市
国

民
保
護
計
画
が
承
認
さ
れ
、
市
長

に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
十
六
年
六
月
の

法
律
制
定
に
伴
い
、
外
国
か
ら
の

武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
等
が
発

生
し
た
と
き
に
備
え
、
市
民
を
保

護
し
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め

の
計
画
で
す
。
国
土
交
通
省
や
警

察
署
、
防
災
に
直
接
関
係
す
る
公

共
機
関
等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

協
議
会
委
員
三
十
人
に
よ
っ
て
検

討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

承
認
さ
れ
た
計
画
は
、
二
月
中

に
行
わ
れ
る
県
と
の
協
議
を
経
て

決
定
さ
れ
ま
す
。
計
画
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

県
と
協
議
後
に
決
定

伊
豆
の
国
市
国
民
保
護
計
画 第２回の協議会で市国民保護計画を承認

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
盛
況

伊
豆
の
国
市
韮
山
農
業
ま
つ
り
・
Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
畜
産
ま
つ
り

イチゴ早食い競争に挑戦！

チャリティーイチゴは大人気

「竹寿苑」に温泉を輸送

温泉気分を楽しんで
姉妹都市長岡京市に初湯プレゼント
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ピ
ー
コ

ピ
ー
ス
ケ

問合せ 安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

日ごろ運転していると「こういう場合どうすればいいの？」と疑問に思う道
路があります。ここは、大門橋東側交差点（大仁側）。国道４１４号（長岡方面①⇔
亀石峠方面④）が優先の本線車道です。さて、次の場合、あなたは方向指示器を
【右・左・出さない】どのように操作しますか？

月 件数 死者 傷者

１２月 ５０ １ ５０
１～１２月 ４０３ ８ ５４８伊豆の国市内

１年で最も寒い季節。ドライバーの皆さん、焦りは
交通事故の元です。朝の出勤は、時間にゆとりを持
って、出かけましょう。（大仁警察署交通安全指導員）

（
市
内
に
通
学
す
る
高
校
生

平
林
さ
ん
／
女
性
）

は
、
清
水
町
か
ら
韮
山

ま
で
自
転
車
通
学
を
し
て
い

ま
す
。
車
の
通
行
量
が
多
い

道
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
特

に
交
差
点
で
は
安
全
確
認
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
夕
暮
れ

に
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

原
木
の
交
差
点
で
い
つ
も

交
通
指
導
員
さ
ん
が
、
横
断

歩
道
を
渡
る
人
を
誘
導
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

大
き
な
声
で
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
。
い
っ
て
ら
っ
し

ゃ
い
」
と
挨
拶
し
て
く
れ
ま

す
。
安
全
と
元
気
を
く
れ
る

指
導
員
さ
ん
に
私
は
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
長
い
高
校
三
年
間
な

の
で
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
交
通
ル
ー
ル
を
守

っ
て
、
安
全
に
通
学
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

&

A J

アクシスかつらぎ、
韮山時代劇場からの
イベント情報発信！

A J
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伊
豆
の
国
市
交
通
指
導
員
会
で

は
、
今
年
も
県
道
伊
東
・
大
仁
線

の
下
畑
地
区
の
通
称「
干
支
街
道
」

に
交
通
安
全
を
願
い
、
今
年
の
干

支
「
イ
ノ
シ
シ
」
親
子
三
匹
の
人

形
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
周

辺
の
草
刈
や
清
掃
作
業
も
行
い
ま

し
た
。

「
私
た
ち
は
、
世
間
で
は
猪
突

猛
進
な
ん
て
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転

は
し
ま
せ
ん
。
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
に
も
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
ね
。」

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
会

イ
ノ
助
・
シ
シ
子
よ
り

私

問１　①から③へ進行する場合は？

問２　①から④へ進行する場合は？

問３　③から①へ進行する場合は？

問４　④から③へ進行する場合は？

※停止線では、必ず一時停止して
ください。

解答（解説）
問１【左】へ出す（本線から支線へ出
ることになるため）。
問２【出さない】でそのまま進行す
る（本線を進行することになるため）。
問３【右】へ出す（支線から本線に進
入するため）。
問４【右】へ出す（本線から支線に出
ることになるため）。

「干支街道でドライバーの
安全を見守ってます！」

楽器の解説などを交えながら、大人から子どもまで誰でも
気軽に楽しめるクラシックコンサート。会場には親子優先席
を設けます。どうぞお子さんと一緒にご来場ください。

春うららアコースティック春うららアコースティックLIVE in LIVE in 韮山時韮山時代劇場代劇場
～～ＢＯＳＳＡＮＯＶＢＯＳＳＡＮＯＶＡＡＣＡＳＳＡＮＯＶＣＡＳＳＡＮＯＶＡ・京太朗と晴彦ライブＡ・京太朗と晴彦ライブ ～～

おなじみのイソップ物語がオペラになりまし
た。子どもから大人まで楽しめるファミリーオペ
ラ。どうぞ、お子さんと一緒にご来場ください。

●日　時 ３月２５日（日） 開場１３：３０　開演１４：００
●会　場 韮山時代劇場大ホール（全席自由）
●出　演 静岡室内歌劇場、小林教子、大村奈緒美（ピアノ）
●チケット 一般１，０００円／中学生以下５００円
●問合せ　韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

第５回第５回 狩野川クラシックコンサート狩野川クラシックコンサート
～ちょっと気軽にクラシック～

●資格 どなたでも（１世帯につき１人。
会員証は同世帯の全員で使用可
能。）

●定員 ４００人（申し込み多数の場合は
抽選。）

●特典

①自主事業チケットの先行販売（一般
発売日１週間前から４枚まで購入
可。）
※チケット先行販売枚数はアクシスか
つらぎ４００枚、韮山時代劇場２００枚。
②自主事業の事前案内等の発送
③自主事業のチケット割引き（先行販
売時に限り、チケット２枚まで
１００円引きで販売。） など。

●入会金 １，０００円
●会員期間 平成１９年４月１日～平成２０

年３月３１日までの１年間
●申込み ２月２８日（水）までに、アク

シスかつらぎ、韮山時代劇場
にある申込用紙に必要事項を
記入し、両会館の窓口か郵送
で申し込み。
※申し込みは一世帯１人のみ。
※郵送は、２月２８日（水）必着。

●問合せ　アクシスかつらぎ　

電話０５５‐９４８‐０２２５

韮山時代劇場　

電話０５５‐９４９‐８６００

４月１日から「新
友の会」がスタート
します。自主事業の
事前イベント情報や
先行販売などの特権
があります。ぜひご
入会ください。

●日　時 ３月１１日（日） 開場１３：３０　開演１４：００
●会　場 アクシスかつらぎ大ホール（全席自由）
●出　演 仲戸川智隆（フルート）／小林教子（ソプラノ）／大村

奈緒美（ピアノ）／静岡交響楽団（コンサ
ートマスター沼田園子ほか２６人）

●チケット ５００円（料金一律）
●問合せ　アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

ＫＫ--ＭＭＩＩＸＸ共共催催

ファミリーオペラファミリーオペラ ～イソップオペラ３部作～

毎年恒例、Ｋ-ＭＩＸ共催 春うららアコースティックライブ。
今年は、Ｋ-ＭＩＸのラジオ番組でも大活躍のＢＯＳＳＡＮＯＶＡ

ボ サ ノ バ

ＣＡＳＳＡＮＯＶＡ
カ サ ノ バ

をはじめとするアーティストが出演します。
●日　時 ３月１８日（日） 開場１３：３０　開演１４：００　
●会　場 韮山時代劇場大ホール（全席自由）
●出　演 第１部　京太朗と晴彦

第２部　ＢＯＳＳＡＮＯＶＡＣＡＳＳＡＮＯＶＡ
●入場料 無料　　
●定　員 ２００組４００人

●申込み ２月１日（木）～２８日（水）の間に次
のいずれかの方法で。

①韮山時代劇場の窓口または電話で申し込み。
②Ｋ-ＭＩＸオフィシャルＷＥＢサイト「イベン
ト＆キャンペーン」の応募フォームから。
③Ｋ-ＭＩＸケータイサイト「プレゼント＆イ
ベント」の応募フォームから。

＊当選者の発表は招待状の発送をもって代えさせていただきます。
●問合せ　韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

ＢＯＳＳＡＮＯＶＡＣＡＳＳＡＮＯＶＡ

京太朗と晴彦

（平成１８年）
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できる男は、料理もうまい・・・。基本のカレーをベー
スにいつもと一味ちがうおやじ特製カレーを作ってみま
せんか？普段料理をしていない人大歓迎！おやじ以外の
お兄さんもどうぞ。
●と　き　３月１０日（土）

１０：００～１２：００
●ところ　あやめ会館　栄養指導実習室
●講　師 久木野和子さん

（栄養士・家庭料理研究家）
●対　象　男性
●定　員　１０人
●費　用　３００円（参加料）、５００円（材料費）
●持ち物　エプロン・ふきん・タッパー
●申込み　３月２日（金）までに社会教育課

電話０５５‐９４８‐１４６１へ

その２２

指定文化財紹介シリーズ８

国指定天然記念物
地震動の擦痕

問合せ 社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

南
江
間
の
旧
グ
ラ
ン
ド
脇
に
あ

る
地
震
動
の
擦
痕

さ
っ
こ
ん
（
傷
あ
と
）
は
、

風
化
か
ら
守
る
た
め
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
展
示
室
に
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

昭
和
五
年
十
一
月
二
十
六
日
午

前
四
時
二
分
に
発
生
し
た
北
伊
豆

地
震
は
、
芦
ノ
湖
か
ら
修
善
寺
ま

で
延
び
る
丹
那
断
層
が
引
き
起
こ

し
た
も
の
で
し
た
。こ
の
地
震
は
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
、
最
大

北
伊
豆
地
震
を
記
録

地
震
計
の
役
目
を

震
度
六
の
大
き
な
も
の
で
、
死
者

八
百
二
十
五
人
と
い
う
大
き
な
災

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
丹
那
断

層
は
八
千
年
の
間
に
八
回
の
地
震

が
発
生
し
て
お
り
、
全
体
で
は
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ず
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
年
の
北
伊
豆
地
震
の
震
源

（
丹
那
断
層
公
園
付
近
）
で
は
、

水
平
方
向
に
二
・
六
メ
ー
ト
ル
移

動
し
、
西
側
が
や
や
隆
起
し
ま
し

た
。地

震
動
の
擦
痕
は
、
昭
和
五
年

に
忠
魂
碑
を
建
て
る
た
め
に
当
時

の
海
軍
か
ら
も
ら
っ
た
魚
雷
の
腹

地震動の擦痕の概要
名　称 国指定天然記念物

「地震動
じしんどう

の擦痕
さっこん

」
指定年月日 昭和９年１月２２日

所在地 伊豆の国市南江間
字町屋８０９番地の２

所有者 伊豆の国市
年　代 昭和５（１９３０）年１１月２６日
見学料金 無料
問合せ 社会教育課

縦揺れと横揺れをはっきり示す傷跡

伊豆の国市・伊豆市・函南町の文化協
会で構成する田方文化協会連絡協議会で
は、例年様々な文化・芸術のジャンルの
中から発表するものを選び、市民による
文化活動をアピールしています。
今年は当市を会場に、田方２市１町の
芸能祭を開催します。田方地区文化団体
の代表による熱演をぜひご観覧ください。

文
化
協
会

だ
よ
り

本部

No.１３

と　き／２月４日（日）９：３０～１６：００
ところ／韮山時代劇場大ホール
内　容／舞踊・歌唱・器楽・詩吟・体操など、２９

団体が出演
問合せ／伊豆の国市文化協会事務局（社会教育

課内）電話０５５‐９４８‐１４６１

部
に
つ
い
た
も
の
で
、
台
座
の
石

が
地
震
計
の
針
の
役
目
を
し
て
長

さ
七
百
二
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の

傷
を
つ
け
た
も
の
で
す
。
擦
痕
は

縦
揺
れ
と
横
揺
れ
の
両
方
を
は
っ

き
り
示
し
て
い
ま
す
。
魚
雷
の
直

径
は
四
十
二
・
八
セ
ン
チ
、
長
さ

は
二
・
九
四
メ
ー
ト
ル
で
す
。

北
伊
豆
地
震
が
発
生
し
た
と

き
、
こ
の
魚
雷
が
地
震
計
の
役
目

を
し
て
揺
れ
を
記
録
し
た
こ
と
か

ら
、
丹
那
断
層
と
共
に
、
地
震
の

激
し
さ
を
現
代
に
伝
え
る
貴
重
な

も
の
と
し
て
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

南江間グラウンド横にある覆屋

「この手をみてください。こんなに大きいふしの
高い手。これは自分が作った手です。農業をやって
いたおかげです。私は人間の労働の大切さ、労働に
よってできた作物の大切さ、その労働こそ生きるっ
ていうことの根ではないだろうか。」つねに弱者へ
の励ましを忘れず、人間尊重の精神と女性の自立を
訴え続けた丸岡秀子の真摯な生涯の軌跡を映像でた
どりました。ぜひご覧ください。
●と　き ２月２４日（土）

開場１３：００　上映１３：３０
●ところ 大仁市民会館大集会室
●入場料 無料
●主　催 静岡県男女共同参画センター交流会議
●共　催 伊豆の国市女性の会・ＪＡ伊豆の国

・伊豆の国市教育委員会
●問合せ　県男女共同参画センター交流会議

電話０５４‐２５０‐８１４７
社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

自由参加

ファミリーバドミントン大会

ファミリーバドミントンは、大きなスポンジシャ
トルと短いラケットを使って、気軽に誰でも楽しめ
るスポーツです。友達同士と、家族と、みんなで参
加して楽しみませんか。（ラケットの貸し出しあり）
●と　き ３月４日（日）受付８：３０～　開会９：００～　
●ところ 長岡体育館
●種　目①一般の部（中学生以上で構成されたチーム）

②ファミリーの部（小学生一人以上を含むチーム）
③ジュニアの部（小学生だけで構成されたチーム）

●参加料 無料
●申込み ２月２３日（金）までに、３人１組でチーム

を作り、チーム名をつけて社会教育課へ
参加申込書を提出するか、電話でお申し
込みください。参加申込書は社会教育課
と長岡体育館にあります。

●持ち物 体育館シューズ、運動のできる服装、タ
オル、飲物等

●問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

映画「丸岡秀子～ひとすじの道」上映会
～平成18年度地域の男女共同参画を進める事業～

公

今回のビーズアクセサリー教室では、花柄モチーフの指
輪におそろいのペンダントトップを作ります。自分への
プレゼント、または、大切な人へのプレゼントにどう
ぞ！（前回は、初心者にはちょっと難しい作品だったの
で、今回は少しやさしくなっています）
●と　き　３月２４日（土）

１３：３０～１５：３０
●ところ　あやめ会館　実習室
●講　師 国村聡子（ビーズマスター認定講師）
●対　象　小学校高学年～一般　
●定　員　１５人
●費　用　３００円（参加料）、１，７００円（材料費）
●持ち物　特になし
●申込み　３月１６日（金）までに社会教育課

電話０５５‐９４８‐１４６１へ

座
講館民

「男のための料理教室」第2弾 趣味発見講座(2)

男

画参同共女
座

講
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も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
数
カ
月
が
過
ぎ
、
ユ
ー

ス
活
動
と
い
う
も
の
が
わ
か
り
始

め
た
こ
ろ
、
商
売
を
始
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
や
作
業

は
毎
日
は
な
い
の
で
、
日
々
の
彼

ら
は
暇
を
持
て
余
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
間
を
利
用
し
て
、
特
産

品
を
使
っ
た
お
菓
子
づ
く
り
に
挑

戦
す
る
こ
と
に
。
こ
こ
ま
で
来
る

ま
で
に
は
何
度
も
話
し
合
い
、
何

が
我
々
に
と
っ
て
有
益
な
の
か
を

考
え
ま
し
た
。
家
具
を
作
る
、
卸

売
り
を
行
う
、
な
ど
な
ど
。
最
終

的
に
こ
の
お
菓
子
づ
く
り
に
な
っ

た
の
は
、
①
売
れ
る
喜
び
を
頻
繁

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
②
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
す
べ
て
の
人

が
顧
客
対
象
に
な
る
、
③
他
に
は

な
い
我
々
独
自
の
商
売
が
で
き

る
、
と
い
う
の
が
理
由
。
現
在
進

行
中
の
こ
の
商
売
。
果
た
し
て
成

功
す
る
か
は
数
カ
月
経
っ
て
み
な

い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え

ず
焦
ら
ず
ゆ
っ
く
り
（
ア
フ
リ
カ

で
は
基
本
で
す
）、
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
最
近
日
課
と
な
っ

て
い
る
の
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
レ

ッ
ス
ン
。
ユ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
は
も

ち
ろ
ん
、
役
所
の
オ
フ
ィ
サ
ー
た

ち
に
も
教
え
て
い
ま
す
。
正
直
僕

自
身
も
専
門
的
な
知
識
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
最
近
急
速

に
導
入
さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
使
い
こ
な
す
た
め
皆
必
死
…
で

も
な
い
け
ど
、
ま
ぁ
タ
ダ
な
ら
教

え
て
く
れ
よ
っ
て
感
じ
で
声
を
か

け
て
き
ま
す
。

『
日
本
』の
看
板
を
背
負
っ
て

外
国
人
が
少
な
い
こ
の
国
で

我
々
の
行
動
は
本
当
に
よ
く
目
立

つ
。
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
含

め
、
常
に
人
々
の
目
が
向
け
ら
れ

て
い
る
の
で
、
た
ま
に
息
苦
し
い

と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

彼
ら
の
見
本
に
な
ろ
う
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
少
な

く
と
も
、『
日
本
』
と
い
う
看
板

を
背
負
っ
て
自
分
は
こ
こ
に
い
る

こ
と
を
意
識
し
た
行
動
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
自
然

と
青
少
年
活
動
と
い
う
も
の
に
繋

が
っ
て
い
く
の
か
な
ぁ
〜
と
思
う

今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

ユ
ー
ス
活
動
っ
て
こ
ん
な
も
の

こ
の
ア
フ
リ
カ
の
地
で
、
僕
に

何
が
で
き
る
の
か
？
そ
ん
な
不
安

を
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
に
ユ
ー

ス
メ
ン
バ
ー
は
僕
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
で
は
な
く
、
仲
間
と
し

て
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
つ

ま
り
、彼
ら
と
僕
の
立
場
は
平
等
。

同
じ
食
事
を
食
べ
、
同
じ
よ
う
に

役
割
が
与
え
ら
れ
た
の
で
す
。

以
前
、
エ
イ
ズ
啓
発
イ
ベ
ン
ト

に
ユ
ー
ス
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し

て
劇
に
参
加
し
ま
し
た
。
必
死
で

セ
リ
フ
（
現
地
語
）
を
丸
暗
記
し

て
、
外
国
人
の
登
場
に
場
内
は
大

盛
り
上
が
り
で
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
手
作
り
の
ゴ
ー
ル
製

作
も
、
ト
イ
レ
の
た
め
の
穴
掘
り

も
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
た
め
片
道
四
時
間

の
道
の
り
を
一
緒
に
歩
い
た
こ
と

ＺＩＫＯＭＯ…マラウイ語で「どうも」の意味

第９回
私の活動（その２）

青年海外協力隊・佐藤健太の

21

今月の

新着本

【中央図書館】

電話０５５８‐７６‐５５６６

休館日　２月５日（月）
１２日（月）･１３日（火）
１９日（月）･２３日（金）
２６日（月）

【長岡図書館】

電話０５５‐９４７‐２３６４

休館日　２月１１日（日）
２３日（金）

【韮山図書館】

電話０５５‐９４９‐８６０５

休館日　２月５日（月）
１１日（日）･１２日（月）
１９日（月）･２３日（金）
２６日（月）

問合せ

｢きみを想う瞬間
と き

｣

ジャクリーン・チチャード

主婦の友社

最愛の人が死に直面し
たとき、あなたには何

ができますか？脳出血に見舞われ、
１２時間後には死にゆく妻。そのと
き夫は、娘たちは…。切なくも悲し
い愛の物語。 【中央図書館所蔵】

「Ｒｕｎ！Ｒｕｎ！Ｒｕｎ！」

桂望実／文藝春秋

目標はオリンピックの
金メダル、箱根駅伝は
通過点。才能に恵まれ

た大学生ランナーの優が血の秘密に
苦悩する姿を描くスポーツ小説。大
きな夢を失いながら彼が得たものと
は？　　　【中央・長岡図書館所蔵】

失踪した夫の日記には、「真鶴」と
だけ記されていた。一人娘の成長
に戸惑い、恋人との関係に悩む一
方で、京は不在の夫を思う…。存
在とは何かを問う、長編小説。

【中央・韮山図書館所蔵】

「真鶴｣
川上弘美

文藝春秋

｢「人たらし」の

ブラック謝罪術｣  

内藤誼人／大和書房

「お詫び」は技術です！
危機的状況を逆手にと

って、あなたの株を上げる心理トリ
ック。好感度うなぎのぼりの「好か
れる交渉術」の極意を教えます。

【韮山図書館所蔵】

｢ＲＯＭＥＳ０６｣   

五條瑛／徳間書店

世界最先端の施設警備
システムＲＯＭＥＳに
守られた西日本国際空

港。ある日複数のテロの予告状が届
き、ＲＯＭＥＳの警告装置が作動！
ポスト９．１１時代の大型サスペンス。

【長岡・韮山図書館所蔵】

絵本は、“子どものためだけのもの”ではありませ
ん。大人が読んでも感動するもの、「なるほど！」と
思うものが多くあります。
忙しい毎日の中に、親子でゆっくり絵本を楽しむ時

間を少しだけ作ってみませんか？絵本を楽しむその時
間が心の栄養になります。どんな絵本を選んだらよいかわからないと
いう人には、絵本のガイドブックをおすすめします。
親子で図書館に来て、絵本を探してみてください。大好きな１冊に、
きっと出会えますよ。

大いに盛り上がったエイズ啓発劇への出演

｢忘れても好きだよお

ばあちゃん！｣   

ダグマー･Ｈ･ミュラー／作

フェレーナ･バルハウス／絵

あかね書房

アルツハイマー病のおばあちゃんと
の接し方を暖かく描いた絵本。

【中央図書館所蔵】

●ずーっとずっとだいすきだよ
●１００万回生きたねこ
●スーホの白い馬

◎人生ではじめて出会う絵本１００
◎わが子をひざにパパが読む絵本
５０選
◎お母さんが選んだ１２８冊の絵本

口座振替で１年分の国民年金保険料をま
とめて納めると３，５５０円割引になります。

・１年分…通常１６９，２００円⇒１年前納１６５，６５０円　
（口座振替日５月１日（火））
申込み期限／社会保険事務所では３月１６日（金）まで、

金融機関では２月２８日（水）まで。

国民年金保険料が最大で年間３，５５０円も割安に！（平成１９年度の保険料）

月々の口座振替を通常より１カ月早く
引き落とすと、保険料が５０円割引に
なります。

・１カ月分　通常１４，１００円⇒早割１４，０５０円　
（通常の口座振替は翌月末日引落し⇒早割の口座
振替は当月末日引落し)
申込み期限／いつでも受け付けます。

申し込み方法／金融機関の窓口、またはお近くの社会保険事務所へ「預金通帳」「金融機関届出印」
「納付書または年金手帳」をご持参ください。または、社会保険庁ホームページhttp://www.sia.go.jp/
から口座振替申出書をプリントアウトして、必要事項を記入の上、社会保険事務所へ郵送していただ
く方法もあります。詳しくは、三島社会保険事務所 電話０５５‐９７３‐１４４４へお問い合わせください。

お得です！！
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いずのくにいずのくにのの女女ひと

２２人目

伊豆の国市内に住む、働く、または縁のある、輝いてる女性たち。
今回は、伊豆長岡温泉の早春の風物詩となりつつある『まゆ玉』作りの

中心人物の一人、小澤みゆきさんを紹介します。

の
吊
し
雛
の
二
番
煎
じ
で
は
な

い
か
？
と
思
っ
た
ん
で
す
。
で

も
、『
決
し
て
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん

だ
！
』と
観
光
協
会
長
に
熱
心
に

説
得
さ
れ
ま
し
た（
笑
）」。
そ
れ

に
よ
る
と
、
ま
ゆ
玉
の
起
源
は
、

も
と
も
と
、
養
蚕
が
さ
か
ん
だ

っ
た
こ
の
地
の
風
習
で
、
上
新

粉
で
作
っ
た
玉
や
縁
起
物
を
、

木
に
刺
し
て
飾
っ
た
も
の
。
狩

野
川
台
風
以
降
、
養
蚕
が
廃
れ
、

そ
の
風
習
も
消
え
て
し
ま
っ
た

た
め
、
温
泉
地
な
ら
で
は
の
ア

レ
ン
ジ
を
加
え
て
現
代
に
復
活

さ
せ
た
か
っ
た
の
だ
と
。
そ
し

て
、
芸
者
さ
ん
の
艶
や
か
な
着

物
の
布
を
使
い
、
ま
ゆ
玉
や
、

ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
温
泉
地
に
ち

な
ん
だ
縁
起
物
を
作
り
、
そ
れ

を
青
竹
に
吊
し
て
飾
る
こ
と
に

よ
り
、
ま
ゆ
玉
が
復
活
し
た
の

で
す
。「
だ
か
ら
、
天
井
か
ら
吊

本業は、スナック『ニュー長岡』（古
奈）の経営というみゆきさん。
好きな言葉は、「今が一番幸せ」。

す
吊
し
雛
と
は
、
由
来
も
形
も
全

く
違
う
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
何
よ

り
、
ま
ゆ
の
形
を
し
た
玉
が
、
他

に
は
な
い
シ
ン
ボ
ル
な
ん
で
す
」

と
み
ゆ
き
さ
ん
。
最
初
は
『
二
番

煎
じ
』と
思
っ
た
み
ゆ
き
さ
ん
も
、

今
で
は
『
他
に
は
な
い
』
ま
ゆ
玉

の
魅
力
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
。

「
地
元
だ
け
の
、
ま
ゆ
玉
の
す
ば

ら
し
さ
を
、
皆
さ
ん
に
も
っ
と
知

っ
て
も
ら
い
た
い
。
教
室
は
グ
ル

ー
プ
別
に
月
一
回
づ
つ
開
催
し
て

ま
す
し
、『
ま
ゆ
玉
の
里
』も
展
示

中
で
す
。
展
示
会
場
で
、
ま
ゆ
玉

キ
ッ
ト（
六
個
入
・
五
百
円
）を
お

求
め
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
場
で

私
た
ち
が
、
作
り
方
を
無
料
で
お

教
え
し
ま
す
よ
」。

今
年
の
会
場
は
、
昨
年
十
二
月

に
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
『
弘
法

の
湯
長
岡
店
』。
駐
車
場
に
は
無

料
の
足
湯
も
あ
る
し
、『
ま
ゆ
玉

の
里
』
を
見
学
し
た
後
は
、
自
慢

の
温
泉
に
つ
か
っ
て
み
て
は
。

教室で、まゆ玉作りを指導する
みゆきさん（写真右）

人
の
子
ど
も
が
結
婚
し
、

三
年
前
か
ら
自
由
な
時
間
が
と
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
好
き

な
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
に
は
何

で
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
」
と
い
う

み
ゆ
き
さ
ん
。
現
在
、
学
校
な
ど

で
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
『
お

は
な
し
玉
手
箱
』、
広
報
い
ず
の

く
に
の
朗
読
を
す
る
『
光
の
会
』、

そ
し
て
『
ま
ゆ
玉
教
室
』
と
い
う

三
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
活

躍
。
さ
ら
に
『
お
茶
』
や
『
話
し
方

教
室
』
に
も
通
う
、
バ
イ
タ
リ
テ

ィ
あ
ふ
れ
る
女
性
で
す
。

み
ゆ
き
さ
ん
が
ま
ゆ
玉
に
初
め

て
出
会
っ
た
の
は
、
約
五
年
前
、

伊
豆
長
岡
町
商
工
会
の
女
性
部
長

を
務
め
て
い
た
と
き
。
観
光
協
会

か
ら
、
伊
豆
長
岡
温
泉
の
新
名
物

と
し
て
、
ま
ゆ
玉
を
『
復
活
』
さ

せ
た
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
そ
の
と
き
は
、
正
直
、
稲
取

「
二
　

小澤
おざわ

みゆきさん（古奈）

そ
れ
ぞ
れ
。
ス
ポ
ー
ツ
す
る
も
よ

し
、
四
阿
あ
ず
ま
や

や
ベ
ン
チ
で
の
ん
び
り

読
書
す
る
も
よ
し
、
仲
間
と
お
し

ゃ
べ
り
す
る
も
よ
し
。
大
自
然
を

お
か
ず
に
お
弁
当
を
楽
し
む
の
も

お
す
す
め
で
す
。

静
か
な
空
間
で
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
時
の
流
れ
を
感
じ
て
く
だ
さ

い
。一

周
約
千
メ
ー
ト
ル
の
周
遊
道

路
は
散
策
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
四

季
お
り
お
り
の
花
木
に
ふ
れ
、
野

◆市内に点在する多くの公共施設。これらの施設を皆さんにもっと利用していた
だけるよう、このコーナーでは、市内にある公共施設を順次紹介していきます。

こ
の
公
園
は
、「
豊
か
な
自
然

環
境
の
中
で
、
生
物
や
植
物
、
歴

史
と
ふ
れ
あ
う
憩
い
の
空
間
」
を

目
指
し
て
設
計
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
コ
ン
セ
プ
ト
の
と
お
り
、
園
内

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

冬
は
、
マ
ガ
モ
や
カ
ル
ガ
モ
な

ど
の
渡
り
鳥
が
数
多
く
飛
来
し
、

城
池
が
一
番
の
に
ぎ
わ
い
を
み
せ

る
と
き
。
年
間
を
通
じ
て
カ
ワ
セ

ミ
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
や
セ
キ
レ
イ
な

ど
が
生
息
し
、
季
節
に
よ
っ
て
多

く
の
種
類
の
鳥
が
訪
れ
、
花
や
実

を
つ
い
ば
む
姿
や
池
で
羽
を
休
め

る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し

鳥
の
楽
園

★姫のあし湯
アクシスかつらぎ内

●住所　　韮山韮山

●入場料　無料

●駐車場　第１駐車場１０台

第２駐車場１０台

●設備　　トイレ、あずまや、野鳥

観察小屋

●問合せ　環境政策課

電話０５５‐９４９‐６８０４

城池親水公園

ょ
う
。

池
の
ほ
と
り
に
は
、
野
鳥
観
察

小
屋
が
あ
り
、
静
寂
が
周
囲
を
包

む
中
で
、
思
う
存
分
、
鳥
の
観
察

が
で
き
ま
す
。
双
眼
鏡
片
手
に
訪

れ
て
み
て
は
い
か
か
で
す
か
。

広
い
芝
生
広
場
の
あ
る
ふ
れ
あ

い
ゾ
ー
ン
で
の
過
ご
し
方
は
、
人

歴
史
・
資
源
観
察
ゾ
ー
ン

水
と
緑
に
ふ
れ
あ
え
る
「
城
池
親
水
公
園
」
は
、
北
条

早
雲
の
居
城
で
あ
っ
た
「
韮
山
城
」
の
堀
の
一
部
が
残
る
、

歴
史
の
か
お
り
漂
う
公
園
で
す
。
静
か
な
園
内
は
、
野
鳥

た
ち
の
オ
ア
シ
ス
と
な
っ
て
い
て
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
に
最
適
。
珍
し
い
鳥
を
見
つ
け
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

第１１回　城池親水公園

ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

水辺で羽を休める
野鳥の姿が見られます

▲野鳥観察小屋でバードウォッチング

▲遊具で遊んでベンチで一休み

▲屋外ステージのような広い休憩所

鳥
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
木
々
の

間
を
気
ま
ま
に
ゆ
っ
く
り
歩
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。

みんなが気持ちよく使えるように

●ゴミは公園に残さず持ち帰りましょう。

●ペットのフンは飼い主が責任を持って始末しましょう。

●公園内では、火気の使用は禁止です。

●釣りはマナーを守って（ルアー、フライフィッシング

は禁止）。
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まゆ玉飾り
展示中

入場
無料

時　間　　１０：００～１６：００
会　場　弘法の湯長岡店

特設展示場

問合せ
伊豆の国観光協会
電話０５５‐
９４８‐０３０４

まゆ玉の里

２１
（木）

３１１
（日）

〜

こ
れ
ぞ
、
ま
ゆ
玉
。
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沼津御用邸記念公園
観梅茶席

この度、『日本の歴史公園１００選』
に選ばれた沼津御用邸記念公園の梅
園では、早春を彩る梅の花が咲き始
めました。抹茶をいただきながら、
梅の香りをお楽しみください。と
き／３月４日（日）までの毎週土・
日曜日と祝休日　ところ／沼津御用
邸記念公園梅園　茶席料／５００円
（抹茶と和菓子付き）※庭園内西附
属邸では『桃の節句ひな飾り』を開
催中　問合せ／沼津御用邸記念公園
電話０５５‐９３１‐０００５

フリーマーケット
と き／２月１１日（日）８：３０～

１２：００（雨天中止） ところ／南二
日町広場　内容／出店数６０店舗、
家庭に眠っている掘り出し物が持ち
寄られます。 問合せ／三島市生活
環境課　電話０５５‐９７１‐８９９３

恋人岬
バレンタインデースペシャル
２月１４日（水）、カップルでウエ

ディングドレスとタキシード姿で記
念撮影（先着１００組）や、恋人宣言
証の無料発行（先着２１４組）などの
イベントを行います。 とき／２月
１４日（水）９：００～１５：００　とこ
ろ／恋人岬駐車場（伊豆市小下田）
問合せ／伊豆市観光協会土肥支部
電話０５５８‐９８‐１２１２ ホームペー
ジhttp://www.toi-onsen.com/indax.html

市では、子育てを支援する
「地域子育て支援センター」を２
カ所開設しています。親子で来
園して楽しく遊んだり、友達を
作ったり、保護者の育児情報交
換の場としてご利用ください。
市内に住所があり、小学校就

学前までの幼児と保護者なら、
どなたでも無料で利用できます。
また「子育て相談」もありま

すので、お気軽にどうぞ。

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２

月～金　９：００～１７：００
（園庭開放は９：００～１１：３０）

１１日（日）９：００～
音楽発表会（会場：大仁市民会館）

●天気の良い日は園庭で絵本や紙
芝居の読み聞かせをしています。
●相談専用電話では、子育ての悩
みを持つ皆さんの相談に、園長
または専門の保育士が応じてい
ます。ぜひご利用ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

（ひまわり保育園大仁分園
地域子育て支援センター）

大仁２２９‐１ 電話０５５８‐７６‐１１７３
月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００

２日（金）節分の集い
６日（火）防犯訓練
９日（金）誕生会
１３日（火）絵本の読み聞かせ
１５日（木）子育て講演会

『栄養について』
１６日（金）避難訓練
２０日（火）製作
２３日（金）梅林花見
２７日（火）クリーン作戦　　

行事の時間はいずれも午前中

詳しくは各園へお問い合わせください。

●
昨
年
も
我
が
家
の
イ
ベ
ン

ト
・
お
餅
つ
き
が
や
れ
ま
し

た
。
新
客
・
婿
さ
ん
も
迎
え
慣

れ
な
い
手
つ
き
で
し
た
が
、

み
ん
な
大
い
に
楽
し
み
ま
し

た
。（
守
木
・
53
歳
・
女
性
）

→

私
も
本
格
的
に
餅
つ
き
を

し
た
の
は
、
大
人
に
な
っ
て

か
ら
。
次
の
日
両
腕
が
パ
ン

パ
ン
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
…
。

●
仕
事
の
都
合
で
引
っ
越
し

て
き
て
一
年
近
く
。
と
て
も

住
み
や
す
く
、
近
所
の
方
々

も
あ
た
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毎月、正解者の中から抽選で１０人に入浴剤（伊豆
長岡温泉）１セット（３袋入り）をプレゼントします。
皆さんのご応募お待ちしています。【応募方法】はが
きにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢（学
年）、職業、電話番号、身近な話題や感想、広報紙へ
のご意見などを書き添え、２月１５日（木）までに下記
へお送りください。いただいたご意見などは、広報で
紹介させていただく場合もあります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 企画財政課
【先月の答え】「亥」 正解者は６／７人
【当選者：順不同・敬称略】

鈴木佐代子、鈴木広子、堀江祥子、

長田三男、松下和美、梅原晴子

周りの字と熟語になるように真ん中に漢字を一

つ入れてください。出てきた漢字を○の中にあて

はめて言葉を完成させてください。

答え 大仁○○

観 ？
雨
干
酒紅

森 ？
植
密
間檎

ヒント：２月１７日・１８日はみんなで行こう。甘
酒、アイス、あんころ餅などが楽しみ！

介護サービスの利用者が適切な事
業者を選択できるよう、事業者の情
報提供します。このホームページか
ら、県内の介護サービス事業所・施
設のサービス内容や運営状況に関す
る情報が参照できます。

http:// www.kaigo-kouhyo-
shizuoka.jp/kaigosip/Top.do

介護サービスの利用にあたり、よ
り自分にあった適切なサービスや事
業所・施設の選択にご活用くださ
い。

（対象サービス）訪問介護、訪問入浴介
護、訪問看護、通所介護、特定施設入
居者生活介護（有料老人ホーム、軽費老
人ホーム）、福祉用具貸与、居宅介護支
援、介護老人福祉施設、介護老人保健
施設※この他、順次追加予定

問合せ 県指定情報公表センター（社
会福祉法人静岡県社会福祉協議会）

電話０５４‐２２１‐１８１１

公表
しま
す

公共下水道事業全体区域以外の地域の皆さん
が、合併処理浄化槽を設置換えする場合など
に補助金が出ます。
＊ただし、例外の場合もありますので、詳し
くはお問い合せください。

問合せ 環境政策課　電話０５５‐９４９‐６８０４

人槽区分

限　　　度　　　額

既存単独処理浄化槽から合
併処理浄化槽への設置換え

左記以外のもの

５人槽 ２２１，０００円 １７７，０００円

６～７人槽 ２５６，５００円 ２０５，５００円

８～１０人槽 ３２４，０００円 ２５９，５００円

がっぺいしょり じょうかそう ほじょきん

※広報１０月１日号に掲載した金額に一部誤りがありました。
正しくは上記のとおりです。訂正し、お詫びいたします。
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お・知・ら・せ
不用品活用バンク

普通救命講習Ⅰ
あなたの大切な人を守るため、救

命手当を身につけましょう。とき／
３月１１日（日）９：００～１２：００　と
ころ／田方消防本部　対象／函南
町・伊豆市・伊豆の国市に在住・在勤
の人　内容／成人の心肺蘇生法とＡ
ＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方
法　参加料／無料　定員／５０人（定
員になり次第締切） 申込み締切／３
月１日（木） 申込み・問合せ／田方
北消防署 電話０５５‐９７８‐０１１９
田方中消防署 電話０５５８‐７６‐０１１９

社交ダンス無料講習会　
とき・ところ／①昼の部…３月１７

日～４月２８日の毎週土曜日１３：００
～１４：００三福公民館２階、②夜の
部…３月５日～４月２３日の毎週月
曜日１９：００～２０：００パチンコフジコ
ー内ダンパラック 講習期間／申し込
み日から２カ月間　講師／峯村知
和・小川道代（プロダンス教師） 参

加料／無料　申込み・問合せ／小川
電話０５５８‐７６‐０６４０ 携帯０９０‐
５６１９‐６２６１

癒しのコンサート
県看護協会東部地区支部主催のコ

ンサート。やさしいバイオリンの音
色と、エネルギッシュな修善寺工業
高校生の和太鼓の演奏で心を癒しま
す。 とき／３月３日（土）開場１４：
４５　開演１５：００　ところ／韮山時
代劇場　入場料／無料　問合せ／梅
名の里（野中）電話０５５‐９７７‐８６８６

地球のステージⅠ
貧困・紛争地域に生きる人々のた

くましさと生きる勇気を、語りと映
像、音楽で伝えるライブステージ。
とき／２月１２日（月）開場１２：００
開演１３：００　ところ／沼津市民文化
センター　入場料／大人１，０００円
小学生～高校生・障害者５００円　問
合せ／東部パレット市民活動ネット
ワーク　電話０５５‐９５１‐８５００　

二胡演奏会
竹の会による、第４回二胡演奏会

です。 とき／２月１８日（日）開場
１２：３０　開演１３：００　ところ／韮
山時代劇場　入場料／無料　問合
せ／竹の会（高田） 電話０５５‐９４９‐
１５１７　　

平成１８年度家族介護者教室
家庭でできる介護を学ぼう
どなたでも参加できます。気軽に

ご参加ください。 とき／２月１７
日（土）１０：００～１６：００　ところ／
ぬくもりの里２階　内容／「家庭で
できる介護（認知症）について」講
義・実習　持ち物／筆記用具・エプロ
ン・上ばき・昼食　参加費／５００円
（資料代など） 申込み締切／２月
１６日（金）まで　申込み・問合せ／
ぬくもりの里在宅介護支援センター
電話０５５８‐７６‐６７００

ＮＰＯ説明会＆相談会
ＮＰＯに関心がある、ＮＰＯ法人申

請や設立をしたい、ＮＰＯに疑問が
あるという皆さん、当日説明を聞き、
相談会にご参加ください。 とき／

３月７日（水）１３：３０～　ところ／
伊豆の国市中央図書館　申込み・問

ご家庭にある不用なもので、ほ
かの人にゆずってもよいものはあ
りませんか。不用品活用バンクに
登録すれば、「ゆずってほしい」
「ゆずりたい」人を探します。

【ゆずります】

スキーキャリーバック（黒・橙） 無　料
ベビーベッド　　　　　　無　料
歩行器　　　　　　　　　無　料
ベビーバス　　　　　　　無　料
足置きこたつ　　　　　　無　料
建築用平行定規　　　　　応　談
建築用ドラフタ　　　　　応　談

【ゆずってください】

こいのぼり　　　　　　　応　談

家庭用または工業用ミシン 応　談
糸車　　　　　　　　　　応　談
天体ドーム　　　　　　　応　談
耕運機　　　　　　　　　応　談
解体または建替家屋の建具 応　談
車のタイヤ（１４～１７�V）応　談
アップライトピアノ（ヤマハ） 応　談
サナルがんばっテキスト（中２・３年）応　談
大仁中男子制服（１６０～１７０�A）応　談
ジュニアシート　　　　　無　料
長岡南小男子制服（１３０㌢） 無　料
長岡南小女子半袖ブラウス（１６０�A）無　料
大人用・婦人用自転車　　無　料
大人用マウンテンバイク　無　料
一輪車（２０�V以上） 無　料
農業用ハウス　　　　　　無　料
韮中ジャージ（１６０～１７０�A）無　料　
暁秀高校女子制服（Ｍ） 無　料
電動ミシン　　　　　　　無　料

問合せ 市役所環境政策課
電話０５５‐９４９‐６８０４

お・知・ら・せ

合せ／東部パレット市民活動ネット
ワーク 電話０５５‐９５１‐８５００

こころの健康相談
精神科医による無料個別相談で

す。お気軽にどうぞ。 とき／２月
２２日（木）１３：３０～　ところ／大
仁保健センター　費用／無料　その
他／要事前予約。相談は１人３０分
程度です。 申込み・問合せ／県東
部健康福祉センター障害福祉課　電
話０５５‐９２０‐２０８１　

プチゆめワーク
精神に障害のある人を対象に「憩

いの場」を提供しています。生活の
中で生じるさまざまな不安や心配ご
とを一緒に考えます。 とき／３月
２９日までの毎週木曜日１３：００～１
６：００　ところ／大仁保健センター
参加料／相談や憩いの場の利用は無
料。活動内容により実費（１００円程
度） 内容／レクゲーム、軽体操、
ビデオ鑑賞など　問合せ／田方・ゆ
めワーク　電話０５５８‐７５‐５６００

無料税務相談
税理士による無料税務相談を行い

ます。 とき／２月１４日（水）・２１
日（水）１３：００～１５：００　ところ／
東海税理士会三島支部　税務指導所
問合せ／東海税理士会三島支部　電
話０５５‐９７２‐１６６８

入札参加資格審査の定期受付
４月から市が発注する建設工事、

測量・コンサルタント業務、物品調
達、保守管理などの入札参加資格審
査申請書（平成１９･２０年度）の定期
受け付けを行います。 受付期間／

２月１日（木）～２１日（水）＊土・
日・祝日は除く。 提出書類／提出
書類一覧・申請に使用する様式等
は、市公式ホームページからダウン
ロードしていただくか、管財課窓口
で配布します。 提出方法／ 持参
または郵送　受付場所／市役所管財

課（伊豆長岡庁舎２階） 問合せ／市
役所管財課 電話０５５‐９４８‐２９０２

県有地の売却
（一般競争入札）

所在地／伊豆の国市寺家字野島
６９６番４　面積／３９６．９８平方メ
ートル　地目／宅地　現地説明会／
２月２０日（火）１４：００～　入札
日／３月９日（金） 申込み期限／

２月２８日（水）まで　その他／応募
要領は、県東部総合庁舎、県財産管
理室等で配布します。問合せ／県
総務部財産管理室 電話０５４‐２２１‐
２１２３

確定申告に必要です
●国民年金加入者の皆さんは…納め
た国民年金保険料は、全額が所得
税・市民税等の社会保険料控除の対
象になります。確定申告には、社会
保険庁から１１月上旬（一部の人は
２月上旬）に送付された「社会保険
料（国民年金保険料）控除証明書」
が必要です。 問合せ／控除証明書
専用ダイヤル 電話０５７０‐００‐９９１１
●年金受給者の皆さんは…確定申告
には、社会保険庁から１月中旬に送
付された「公的年金等の源泉徴収票」
が必要です。 問合せ／ねんきんダ
イヤル 電話０５７０‐０７‐１１６５

近年、市内にアパートやマンション等の集合住宅が増加し、同
じ地番に複数の世帯が存在するようになっています。そこで、今
まで地番までの表示だった住民票の写し、印鑑登録証明書の住所
欄に方書を追加することで、住所を明確にします。
今後は、方書も住所の一部として取り扱われます。

住民票の写し
印鑑登録証明書

方書を表示

問合せ　市役所市民サービス課　電話０５５‐９４８‐２９０１

児童手当受給者の皆さんへ

問合せ 市役所市民サービス課（伊豆長岡庁舎） 電話０５５‐９４８‐２９０１

２月１５日（木）に４カ月（１０～１月）分の児童手当を振り込み
ます。１６日（金）以降、指定口座への入金をお確かめください。

＊現況届を提出していない人には、提出があるまで
手当の支払ができません。

『○○アパート ２０１号』、『△△マンション １０２号』、『◎◎方』
など住所地番の次にくる、集合住宅名や号数などのことです。
市では“アパートなどの名称”□

スペース

“部屋番号”と表示し、部屋番
号は“号”で統一します。

３５（月）からかた　がき

方
書
と
は
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50,785人

男：24,504人

女：26,281人

世帯：19,316
平成１９年１月１日現在

伊豆の国市
人口

28

市内在住の３月生まれで２～４歳までのお子さんを募集しま
す。２月９日（金）までに電話またはメールでお申し込みくださ
い。応募多数の場合は抽選になります。掲載が決まった場合は、
数日中に写真とコメントを提出していただきます。

申込み 企画部企画財政課　電話０５５‐９４８‐１４１３
info@city.izunokuni.shizuoka.jp

いつも自由奔放に、飛んで跳ねて、
歌って踊って、元気いっぱい！将来、
何になるのか楽しみだよ！

信一さん・由美さんの長女　(三福)

も え

(平成１６年２月１７日生)

闘う男、健志郎！ヒーローごっこが大
好きで、毎日、父ちゃん怪獣を「えい、
やー」とやっつけて遊んでいます。

明伸さん・順子さんの長男 (南条)

けんしろう

(平成１６年２月１８日生)

お絵かき大好き！でも、ときどき紙
からはみ出しちゃう…。るなちゃんの
世界は画用紙より広いね。

英一さん・文子さんの長女　(奈古谷)

る な

(平成１７年２月１２日生)

２歳ながらも、お兄ちゃんと“戦い
ごっこ”をする毎日。妹が大きくなっ
たら、３人仲良く遊んでね。

礼次さん・和代さんの次男　(古奈)

しょうえい

(平成１７年２月１６日生)

外で遊ぶのが大好きなんだ！三輪車
に乗って遊んでいるよ。早くひとりで
こげるようになりたいなぁ。

修二さん・仁美さんの長男(韮山多田)

た く み

(平成１７年２月６日生)

お話が上手になって、みんなを楽し
ませてくれる葉陽ちゃん。いつも、み
んなに元気をくれて、ありがとう！

映さん・玲子さんの長女　(四日町)

は る

(平成１７年２月２８日生)


